
過去・現在・未来における気候変動の解明 

 

 Climate（クライメイト）とは日本語で「気候」を指します。本研究室では、気候の成立とその

変動メカニズムについて、観測データと数値モデルを組み合わせることにより研究を行っていま

す。対象としている空間スケールは全球ですが、とりわけ日本を含む広域モンスーンを中心に研

究を進めています。 時間スケールに話を転ずれば、鮮新世中期[3Ma]の温暖な気候をはじめとす

る様々な古気候復元実験（最終氷期最盛期[21ka]、気候最適期[6ka]、過去1000 年の気候 [last 

millennium]）を行い、観測プロキシとの照合を行っています。また、エル・ニーニョ現象に代表

される気候の年々変動（一般には異常気象と称される）についても季節予報の精度向上を念頭に

研究を行っています。近年では地球システムモデル、高解像度の大気循環モデル、領域気候モデ

ルなどを有機的に組み合わせることにより、二酸化炭素の増加による近未来の気候変化予測に取

り組んでいます。 

 気候研究の歴史を紐解けば、第二次世界大戦前後までは、観測データの収集に基づく気候図の

作成が「気候学」の命題であり、博物学的な要素が大きい学問分野でありました。1980年代にな

ると人工衛星による全球観測データや客観解析データの蓄積により、前述のENSO（エル・ニーニ

ョ・南方振動）研究が急速に進展ました。1990年代以降は温室効果ガスの増加による地球温暖化

が広く認識されるようになり、地球環境に関する問題意識の高まりとともに、気候変動や気候シ

フトといった気候研究がクローズアップされています。 

 このような歴史的な背景の中、過去・現在・未来の気候について、当該研究室では、内在する

大気・海洋・陸面間の相互作用（熱・水・物質の循環）の解明を目指し研究を進めています。こ

こでは未来の気候に関する研究をご紹介いたします。 

＜温暖化予測＞ 

 私達の生活は、温帯低気圧の通過や台風の襲来、熱波や寒波、豪雨や干ばつの発生をはじめと

した大気や海の現象の現れ方に大きく影響されています。一方で人間の活動によって排出された

二酸化炭素などの温室効果ガスが大気中に蓄積して地球温暖化をもたらしていることがわかって

きています。地球温暖化が進むと、暑くなるだけでなく、身近な気象現象も変化します。いった

いどのように変化するのでしょうか? 気候の将来を予測するためには、「気候モデル」を使って

コンピューターシミュレーションを行います。我々は世界中の様々な機関から集められた24個の

気候モデルによる20世紀の気候の再現実験および21世紀の気候の予測実験の結果を比較し、日本

に関わる天候現象の将来予測研究を行いました。なお、この研究は「環境省環境研究総合推進費」

の支援を受け、複数の大学・研究所との共同研究として実施されました。その成果の一部を一般

の方にもわかりやすいリーフレットにまとましたので、本研究室で実施した内容を抜粋してご紹

介いたします。 

  



 
参考文献：暑いだけじゃない地球温暖化-世界の気候モデルから読む日本の将来-.  環境省環境研究総
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＜異常気象や古気候などの研究＞ 

 最近の顕著な気候変動の事例としては、2010/11年、2011/12年の寒冬（多雪）、2010年の猛暑、

2011年のタイの洪水などが挙げられます。これらは一般には異常気象と称されますが、その物理

過程を調べていくと、かならずしも「異常=Abnormal」という言葉が適切でないことがわかります。

詳細については、今年（平成 24 年 3月）に筑波大学出版会より「気候システム論-グローバルモ

ンスーンから読み解く気候変動」というタイトルで拙著を上梓しましたので、興味のある方は手

に取っていただければと思います。 

 ご参考までに、本の「はじめに」の部分を抜粋します。目次については、Tulipsでご確認いた

だけます（http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/handle/2241/116756）。 
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